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　 聴

、 惹 込

。歳月 感情 地層 奥深 、

雪解 待 湧 出 清

悲 慈 。神

秘的 感覚 、 自然 、

意味 人間的 響 。

　 ・ 新

、作曲家 140周年 祝

昨年秋

。 初期

、

透明 音 、 紡

。 打 震 繊細 詩

情 、忍耐 孤独 優 微笑

紙一重 。

　本作 10月、英国 名門

誌『Gramophone』 選 2023年

・ 部門

受賞 改 話題 呼 。

日本 縁深 、新

録音 2022年 芸術文化

 収録

、 彼 信頼 豊田泰久 音

響設計 手 。

　  作品1  作品

50 抜粋 、 民謡

主題 変奏曲 作品10 広島 同

新 録音 、

〈 (仮面劇)〉作品34 組

合 、 1994年5

月 録音

。 音楽

取 組 、両録音 間

28年 歳月 経過

。多 作品 渉猟 、

実際 臨

極 慎重

、祖国

誇 大切 作曲家 音楽

長 年月、 心 内

違 。

　 、新

作品 、 日本 関 深

結実 喜 。 新

譜 締 〈 民謡 主題

変奏曲〉作品10 、今季

掉尾 堂々 飾 曲 、秋

採 上 。11月

初旬 12月中旬 日本

、 演奏会

、10月初 発表

。 夜想曲4曲

第2番 変 短調 前半、後半

《版画》 、 作品

10 組 構成 。

　 夜想曲 、変 長調 作品 

9 2、嬰 長調 作品 15 2、第16番 変

長調 作品 55 2、第18番 長調 作

品 62 2 、 長調 第2曲

選 。最初 出版 《3

夜想曲》作品9 、1830年11月

逃 、 経

到着 前後 書 。 作品

62 2 作曲家 最晩年 歩 、葬

送行進曲 据 第2  作品35

経 、演奏会後半 半世紀 飛

、 、

20世紀 初 踏 込 。

変奏曲 作品10 時代

初期作 1904年 作曲、 1903年

完成 《版画》

同時代 創作 。

　 、激動 祖国 離

魂 、 後 生

、一世紀 後

意気 通

帰還 。 、

若 理想化

精神 。母国 深

愛 感

思 。 全

体 、曲 、性格

小品 、 、個々 標題

組曲、変奏曲 、実 多様 変

化 富 旅 。

　 慎重

、「 決定

遅 」 語 。 、

演奏会 、 自分

演奏 作品 聴衆 分 合

、両者 最善 言

©Bartek Barczyk©Lucie Cermakova

時が満ち、機が熟して
―クリスチャン・ツィメルマンとの一期一会 文：青澤隆明（音楽評論家）



。「 渇望

、 時点 自分

正直 演奏 欲 曲目 構

成 。聴衆 対 、 人

間 弾 曲

演奏 誠実 確保

。事前 決 作品 演奏

、 曲 好

」 、 15年前 彼

語 。

　 ・ 、

手 時点 発表

、3 月

、演奏 磨

抜 、 自身 愛着、理

解 表現 温 、 信 新鮮

保 続 。 日 、

会場 変化 、 発見

聴 手 分 合 ―。

　 、水戸芸術館

、 4度目 機会

。 、 、

弾 1997年 初登場。

歳月 開 、2016年1月

初期 変奏曲 最後 2

演奏 。 6年近

、2021年11月 「希望 音楽」

題 筆頭 登場 、

第1番 第2番、

後期 間奏曲 作品117、

第3番 短調 作品58 弾

。前々回 前回 私 聴

、水戸芸術館 音響的 雰囲

気的 親密 空間 、細部

透徹 構築 、

人間的 温 感情 機微

滲 伝 、忘 難 演

奏会 。

　 水戸芸術館 重 演

奏 関 、 自身 克明

記憶 感触 違 。

同一 各地 、

彼 宿 転々

返 決 、 一

期一会 時間

。 、 楽譜

細部 、 音響 特徴

精細 記憶 、自身

演奏表現 細心 伝 鋭敏

意識 。

　 細 気 神経

人 、 上

手 扱 。楽譜 書

音 精細 神経 注

、 端正

響 、 膨大

作業 。「作業」 言葉 少

芸術的 思

、実際 現実的 処理

手続 飛 、物事 得

。 自身 演奏 音

響設計 最大限責任 努

。楽器 調律 、製作

近 、 機構 知 抜

、 精緻 設計 達成

不可欠 、考 。

　 神経 使

、他 無数

…… 言

、 域

超 。

人間 、

自分 可能 、最大限 責

任 果 姿勢 、 緻密

精確性 希求 、

精神 。聴取

環境要件 、 自 含

。私 個人 感

情、天候 湿度 他者 領分

、 楽器、自身

彼 領域

。演奏表現 徹底 磨 上

、 音響環境

精妙 統制 範囲 拡

張 。

　 、 楽器

音響特性 科学的

研究 執心 意味、

演奏 物理的 変化 要件

意識 追

。 直截 作品

姿 響 実現 、夾雑物 雑念

率直 、 聴 手 明確

伝 、彼 演奏家 使命

思 。

　 方向 大 動

出 私 知 、演奏

完璧主義 追求 、必然的

環境条件 影響 無視

、 方向 神

経 張 巡 。彼自

身 演奏 徹底 繊細

、 領分 拡大 掛 合

途方 時間 調査研

究 実践探求 費 、

探求

熟考 慎重 足 繋

。 、

意味 外部 身 護 、

彼自身 目指 芸術 護 、

半世紀 年月 第一線 生

延 。

　 彼 最新 成果 進境 、

12月、2年 水戸芸術館 再会

近 明 。 ・

愛 作品 、

誠実 、親密 、徹底 磨

聴 、 、

音楽体験 。

クリスチャン・ツィメルマン
ピアノ・リサイタル
2023.12.6（水）19：00
全席指定 A席￥10,000、B席￥8,000

■公演情報

●曲目
ショパン：夜想曲 第2番 変ホ長調 作品9の2　 

 夜想曲 第5番 嬰へ長調 作品15の2 
 夜想曲 第16番 変ホ長調 作品55の2 
 夜想曲 第18番 ホ長調 作品62の2
ショパン：ピアノ・ソナタ第2番
 変ロ短調 作品35 〈葬送〉
ドビュッシー：版画
シマノフスキ：ポーランド民謡の主題による
　　　　　　変奏曲 作品10　 
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　水戸出身 作曲家・池辺晋一郎

企画・ 贈 毎年恒

例 「 ・ ・

」。2023年 締 、

豊 4 届 。

爽やかな女声合唱でミサ曲を
　今年 「 ・ ・

」 茨城 教学園 中

学校高等学校 部 演奏 幕

開 。朝 讃美歌 歌 礼拝

始 学園 、今年創立

75周年 迎 。 部 活

躍 近年目覚 、昨年度中学校

全日本合唱 全国大会 金

賞受賞、高校 関東

金賞受賞 果 。今

回彼女 披露 、

生 現在

居 構 ・

（1947-） 2000年 発表 〈

曲 第6番〉 3曲。

　「 曲」 、荘厳 重厚 音

楽 思 浮 方 多 思

、 曲 想像

一線 画 、 軽 爽

作品 。 波 思

、2 繊細

掛 合 “ ”、心弾 曲

調 神 栄光 称 “ ”、

4 同 旋律 1拍

歌 水面 落

水滴 作 出 波紋 広

思 “ ―

”―3曲 心 入

心地 響 満 、演

奏 難易度 高 作品 。1

1 演奏会 大切 、日々練習

重

爽 風 吹 。

ロマンティックで情熱的!
フルートの魅力
　次 、数々 優勝・入賞

重 、日本 代表

1人 第一線 活躍 高木綾

子 。「 ・

・ 」 2013年 出

演、2021年10月 水戸室内管弦楽団

第108回定期演奏会（指揮：広上淳

一） 奏者 出演

。流麗 豊 音色

記憶 方

。

　美 優 ―

形容詞 語

、高木 「木管楽器 中 一番

呼吸困難 楽器」

。他 楽器

音 出

息 楽器 入 、 歌口

呼 穴 息 吹 込 音 出

、出 息 3分 2程度 楽

器 入 。

優雅 裏腹 、他

楽器 増 肺活量 体力 必要

楽器 。 等

介 息 音 、

点 、人間 声 近 。

　作曲家 生 場所 時代背景、交

友関係 知 、想像 膨

高木

。今回 窺

作品 並 。評論家

世 紹介 名

広 、

才能 見出 作

品 加 、 創作

、自身 作曲

妻 作品 演奏 。

、 死後 生

涯 交流 続 、

面識

、今回演奏 〈4

小品〉 聴 大

影響 受 分 。

人物 軸 、彼

作品自体 「不在 存在感」

感 心憎 選曲 。

　間 、生 時代 場所 異

〈 舞曲〉 挟

。 音楽 要素 取 入

曲 、高木 得意

低音 効果的 使 、

燃 立 情熱 表現、

派 夢想的 作品 対比 際立

。 、 高木 数

多 共 坂野伊

都子 。 共 様々 表情 見

音色 、心奪

。

OBSESSION（オブセッション）～
「最小にて最大のオーケストラ」
　第3 、

他 類 見 組

合 奏

「OBSESSION」 登場 。

三舩優子 音楽院

研鑽 積 、 演奏活動

クリスマス・プレゼント・コンサート2023

1年の締めくくりに贈る、音楽のプレゼント
高木綾子

©FUMI

OBSESSION ［三舩優子、堀越 彰］

文：鴻巣俊博



展開。現在 日本 拠点 置 、

2019年 30周年 迎

。正統派

確固 持 傍 、

「OBSESSION」 新 試

挑戦 続 三舩 。水戸

親戚 多 住 、

本人 楽

。堀越彰 「山下洋

輔 」

畑 、邦楽

民俗音楽

繰 広 、 垣根 越 演

奏 魅力 。

　 2人 出会 2014年。三

舩 出演

訪 堀越 何曲 演奏

、 中 1曲、今回 演奏

予定 〈 主題

狂詩曲〉 聴 「 一緒

」 閃 。

魅力 取 憑 堀越

、 年 三舩 組

「OBSESSION」（“取 憑 ”

意味） 活動 開始、今

拡大 。

　 “

” 多数存在 、 2人 演

奏 原曲 世界観 壊 楽譜

忠実 、 “ ”

信条 。 、

曲 編成 書 作品

“ ”

違 、作曲家 楽譜

込 想 敬意 払 、作品 魅力

最大限 引 出 、

、 以外 人

広 人気 得 。

　 刻 楽器

先行 、堀越

演奏 打楽器特有 “点” 音

、奥行 広 “面”

感 音 印象的。 、卓越

感性 加 、動 秘密

。「演奏中 動 １打1打

終 、次 動

“回転” 動 」 語 堀越

、

歌舞伎 見得 人

。「最小 最大

」 称 2人 演奏 、会場 響

客 反応 毎回変化

。是非“生” 演奏 体験 喜

味 。

ソプラノ＆テノール
高らかに愛を歌う
　 締 、出会

別 、期待 感傷… 形

愛 歌 。嘉目真木子

我 国 代表

1人 数々 舞台 立

人気 。今回 歌

〈愛 小径〉 芝居「

」 劇付随音楽 中 1曲。

愛 人 歩 、海 向 小

径― 想 出 振 返 歌

。寂 微笑 湛

風 多

人 心 掴 、器楽編曲版

演奏 、 歌 聴 一

番。歌曲 細 表現 定評

嘉目 歌 期待 高 。

　澤原行正 各地 活躍中 若手

。今年 「 ・ 松本

」 《 ・ 》

役 抜擢 、 輝

美 声 喝采 。澤

原 歌 、

《微笑 国》 “君 我

心 ”。当時欧州 流行

反映

、伯爵令嬢 、中国 外交

官 ・ 恋模様 描 。

・ 高 愛 歌

歌 、 語 歌

中 情熱的

。澤原 美声 堪能 1

曲 。

　二重唱 定番〈 ・

〉、 中 主人公

2人 出会 、恋 萌芽 感 場面

切 取 2曲 選 。全

中 最 有名 旋律 言

過言 《 ・ （椿

姫）》“乾杯 歌” 、華 夜会

歌 、 主人公

身 焦 恋

期待 不安 抱 始 最初

場面 。 語

、 《 》“愛

天使 ” 、 一目惚

彼女 話 、次第

互 惹 。

歌 直後、 互 敵対 家 者

分 、絶望 打

第1幕 終 。声 力 紡

様々 愛 形― 支

、歌手 厚 信頼 得、2020

年 声楽

出演 髙田恵子 。心震 愛

歌 堪能 。

クリスマス・プレゼント・
コンサート2023
2023.12.23（土）16：00
全席指定 一般¥3,500、
U-25（25歳以下）¥1,000

■公演情報

●曲目
オルバーン：〈ミサ曲 第6番〉より
クララ・シューマン：3つのロマンス 作品22
ガーシュウィン：ラプソディー・イン・ブルー
（OBSESSIONバージョン）
バーリン：ホワイト・クリスマス　ほか

●出演
池辺晋一郎（企画・お話）、茨城キリスト教学園
中学校高等学校コーラス部、赤津邦子（指揮）、
井上修（ピアノ）、高木綾子（フルート）、坂野伊都子
（ピアノ）、OBSESSION［三舩優子（ピアノ）、堀
越 彰（ドラムス）］、嘉目真木子（ソプラノ）、澤原
行正（テノール）、髙田恵子（ピアノ）

5

澤澤原澤原原原原原原澤澤原原原澤原原原原澤原澤原原原原原澤原原原原原澤原原澤澤澤澤澤澤原澤原原澤原原澤原澤澤澤澤原原澤澤澤澤澤澤 行行正行正行正行行行行行正行正行行行正行正行正行行行正行正正行正正行正正正正正正正正行正正行正正正正正行正行正行行行正正正正正正正正正正行行正行行正行行正正行正行行正行正行正行行行行行行行正正行正正正行正行行行行正行行行行行行行行行行行行行行行行行行澤原行正嘉目真木子
©T.Tairadate
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聞き手：篠田大基

　1月26日の「ちょっとお昼にクラシッ

ク」は、このコンサートと時期を合わせ

て開催する「中学生のための音楽鑑賞

会」（水戸市内の中学1年生約2,000人

が来場予定）と同じ出演者、同じプロ

グラムで開催します。今回は、水戸室内

管弦楽団（MCO）に出演を重ね、そして

サイトウ・キネン・オーケストラ（SKO）

ブラス・アンサンブルのメンバーでもあ

る、高橋敦さん（トランペット）、呉信一

さん（トロンボーン）、竹島悟史さん（打

楽器、ピアノ）のトリオでお送りします。

コンサートに向けて、高橋さんにzoom

でお話をうかがいました。

―MCOやSKOブラス・アンサンブ

ルでおなじみの方々がご出演くださ

るので楽しみです。今までにこの3人

で演奏されたことはありますか?

高橋：今回初 。

、 、 編成

珍 、 編成 作

曲 実際 。金管楽

器 吹 続 困難 楽器

、 加 負担

軽 、音色 変化 表現 幅

広 。今回 水戸

、MCO

方 思 、 、

、 編成 考

、呉 竹島君

浮 。

―今回の曲目のなかで、バッハの

〈トッカータとフーガ ニ短調〉、バーン

スタインの〈ウエスト・サイド・ストー

リー〉の“マリア”と“トゥナイト”、そ

れから最後のガーシュウィンの〈ラプ

ソディ・イン・ブルー〉が、トリオで演

奏されると聞きました。パイプオルガ

ンの曲やオーケストラの曲を編曲し

て演奏するわけですね。

高橋：3人 考

、 既存 曲

、 話

、SKO ・

僕 竹島君 曲

、今回 同 、今回

・

! 。

―楽しみです! 編曲はできあがって

いますか？

高橋：〈 〉〈

・ ・ 〉 僕 担当 、

。〈 ・ ・

〉 竹島君 今取 組

。〈 〉

曲 、

金属 風

送 音 出 、金管楽器 響

似 。

曲 金管

演奏 、複雑 動

、 大変 。一方

〈 〉

。両方 楽器、両方

特性

面白 考 。〈 ・

・ 〉 、 伴奏

、

。

―バーンスタインやガーシュウィン

など、アメリカの音楽が多いですね。

高橋： 。 金管楽器

特色 聴 思

、 頼 面

。 近代 曲

多

。

有名 曲 、 考 、

作曲家

〈 吹 子守唄〉 。

　今回はトリオでの演奏に加えて3人

それぞれのソロの演奏も予定していま

す。高橋さんが〈トランペット吹きの子

守唄〉、呉さんが〈誰も寝てはならぬ〉。

竹島さんは検討中とのこと。呉さんと

竹島さんが10月のMCO第112回定期

演奏会で水戸にいらっしゃったとき

に、お二人にも話をお聞きしました。

竹島：〈誰 寝 〉

伴奏 思 、

自分 楽器 、

考 。

どこにどんな出会いがあるか―
高橋敦・呉信一・竹島悟史 インタビュー

高橋敦 呉信一 竹島悟史 ©Michiharu Okubo



呉：〈誰 寝 〉 竹島

伴奏 、本当

嬉 、 楽 。

曲想 作

上 、今 。

伴奏 伴奏 方 僕

思 。

―呉さんはなぜ〈誰も寝てはならぬ〉を?

呉：僕 十八番 自分 思

（笑）。昔 歌 好 、 曲

歌詞 意味、言葉 発音 仕方

知 音 出 方 変

？ 、今回

風 ? （大笑） ～～♪（歌 ）

―コンサートのイメージが膨らみま

すね。準備は着 と々?

竹島：高橋君 編曲 譜面

送 、僕 方 少

調整 。SKO ・

、高橋君

書 譜面 僕 手 加

演奏 。僕

曲 高橋君 見 、息継

楽器 特性上 確

認 。 本当 共作

。 上 譜面 作

配 。

呉：今 譜面

。両者 思 詰 素晴

。毎回毎回非常 楽

。

竹島：演奏 互 分

書 音符 、

。外部 発

注 編曲 選択肢

、 出 音 、僕

呉 書 音 絶

対 違 。呉

息 吸 、 楽器 持

替 時間

、 分 。

呉： 顔 思 出

書 多分 思

。編曲 楽 。

竹島： 意味 、今度 〈

・ ・ 〉 、何 「

感」 出 思 。

―〈ラプソディ・イン・ブルー〉のピア

ノ・ソロは竹島さんが弾くわけですね。

竹島： 前面 出

、 伴奏主体 少

思 。

、 ・

。

　最後 、 来 中学生

客様 願 。

高橋：今回 通 金管

楽器 魅力 楽 思

。学校 吹奏楽部 、

金管楽器 音 身近 聴

、親 楽器 思

。

話

思 。 、竹島君

弾 、 打楽器

演奏 注目

思 。固定観念 、

、

素晴

、感 思 。

呉：僕、中学 時 美術部

。高校生 初

出会 。 高校 吹奏楽

部 有名 中学 吹奏楽経験者

多 入部希望 来 。私

吹 言 、

上手 演奏出来 生

徒 断念！ 吹

言 、当時 、

楽器 特殊楽器 言

。部室 隅

楽器 指差 楽器

言 。

。僕 選

、先輩 決 楽器

。 大好 、

出会 1週間 時

一緒 風呂 入 。楽

器 洗 （爆笑）。

竹島： 出会 、分

。音楽

、 嫌 、

練習 面倒 、

思

。 、音楽 自由

、

、一方 楽 頑張

。音楽 演奏

、聴 、苦痛

、 良 思

。 、折角 来

、寝 、咳

、 縛 固

、 、寝

全然構 思 。 気持

良 寝 思 。今

回、 曲、 楽器

入 、曲

、楽器 、何 出会

、 楽

来 嬉 。

（2023年10月15日、zoom  

10月21日、水戸 ）

ちょっとお昼にクラシック
高橋敦（トランペット）・呉信一（トロンボーン）・
竹島悟史（打楽器＆ピアノ）

2024.1.26（金）13：30
全席指定 一般¥1,500
（カップオン サザスペシャルブレンド1枚付き）

■公演情報

●曲目 
J.S.バッハ：トッカータとフーガ ニ短調
　BWV565
アンダーソン：トランペット吹きの子守唄
プッチーニ：歌劇〈トゥーランドット〉より
　“誰も寝てはならぬ”
バーンスタイン：〈ウエスト・サイド・ストーリー〉 
より “マリア”“トゥナイト”

ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー ほか
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INFORMATION
※以下は11月2日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）
学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト
https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴
きいただけます
https://radiko.jp/

チケット・インフォメーション
《12.16（土）発売分》
■ちょっとお昼にクラシック
 宮田大（チェロ）&山中惇史（ピアノ）
 3.23（土）13:30

好評
放送中!

最近、台湾旅行をした友達から、お土産に烏龍茶を頂きました。普段、烏龍茶は飲まないのですが
とても美味しいことに気付きました。この冬は、本場のものや旬のものなど、自分の嗜好の変化を
楽しみながら様々な味に出会う季節にしたいです。（綾）　

2023年の春が来て、しまわなくっちゃと思い続けてはや数か月、我が家の石油ストーブはリビン
グで夏を越し、そのままあたらしい冬を迎えました。エアコンは予約もできるし良いのですが、炎で
暖を取るほうが心も温まる気がして好きです。（鴻）

水戸室内管弦楽団の管楽器メンバーとセミナー受講者によるコンサート「MCOセミナー・ウイン
ズ」を1月21日に開催します。今回の講師と受講者は木管・金管ほぼ同数で、全員で合奏すると小
さな吹奏楽団のようでした。コンサートをお楽しみに! （篠）

オペラを音だけで聴くのが好きな私にとって、最近の注目はラトル氏の指環録音。新譜はジークフ
リート。その音を浴びていると、アーサー・ラッカムの挿絵を最新技術でアニメ化したかのような
映像が見えてくる。ノートゥング最高! （て）

4年ぶりに広場での300人の《第九》が開催されます! 水戸芸術館に来てから3年。一度も広場で
の第九を聴けずにいました。今年は開催日が例年より一週遅いので寒さが厳しいと思いますが、
どうか快晴で歌えますように。(春）

先日のプロムナードコンサート終演後、パイプオルガンの生演奏を初めて聴いたという高校生が
声をかけてくださった。「一生思い出に残るような演奏でした」と感想を伝えてくれて、こちらも
清々しい気持ちに。ご来場に感謝です（樹）　　　

開館時から印刷物のデザインの多くを手がけて頂いたデザイナーの増山正巳さんが現役を退か
れることになった。公演ちらしのデザインでは、その演奏を聴き、内容を熟知して、品格があり、余
白の美しい、それ自体がアートと言えるものを残してくださった。ありがとうございました。（中）

お酒を飲む機会が
増える年末年始、
美味しく楽しく
飲みましょう。

◆クリスチャン・ツィメルマン ピアノ・リサイタル
 12.6（水）19:00
  料金［全席指定］A席¥10,000／B席¥8,000

◆水戸の街に響け！300人の《第九》2023
 会場：広場 ※雨天時はコンサートホールATM
 12.17（日）①12:00／②13:30　 

◆クリスマス・プレゼント・コンサート2023
 12.23（土）16:00
 料金［全席指定］一般¥3,500／U-25（25歳以下）¥1,000

◆水戸室内管弦楽団メンバーとセミナー受講者の合同コンサート
 MCOセミナー・ウィンズ2024
 1.21（日）14:00
 料金［全席自由］¥1,000

◆ちょっとお昼にクラシック ブラス・プラス・パーカス
 高橋 敦（トランペット）・呉 信一（トロンボーン）・
 竹島悟史（打楽器＆ピアノ）
 1.26（金）13:30
 料金［全席指定］¥1,500（カップオン スペシャルブレンド1枚付き）

コンサートホールATM

12月・1月の主な音楽イベント

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート
　（入場無料／事前予約不要）
□12.3（日）11:00～11:30 金子雄太
□12.24（日）11:00～11:45 ★クリスマス・スペシャル
 山田由希子、阪田宏彰（チェロ）
□1.8（月・祝）13:00～13:45★新春スペシャル 大木麻理
□1.20（土）12:00～12:30／13:30～14:00 出演者調整中

◆新・未来サポート事業 ADACHI HOUSEラボ
 『ミュージカル 水戸黄門』
12.21（木）18:00～（プレビュー公演）
22（金）14:00～
23（土）13:00～、18:00～
24（日）13:00～
料金［全席指定］S席¥5,000／A席
¥3,000／U-25（25歳以下）¥2,500
／プレビュー公演¥2,500
構成・脚本：井上 桂　構成・演出：橋本昭博
出演：安達勇人、加藤良輔、神田真紅、高根正樹、小林祐介、小林鈴勘、
　　  はなわちえ ほか

前回公演舞台より 撮影：刑部アツシ（おさかべ写真館）

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

★新聞にて音楽部門学芸員によるコラムを連載中!　
○茨城新聞「ATM便り」 毎月１回（不定期）
○東京新聞「水戸芸術館発 クラシックへの旅」 毎月第3日曜

◆「今村源 遅れるものの行方」展
11.3（金・祝）～1.28（日）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
 12.9（土）、10（日）、年末年始
［開場時間］10:00～18:00（入場は17:30まで）
［入場料］一般¥900／団体（20名以上）¥700
※高校生以下／70歳以上、障害者手帳などをお持ちの方
と付き添いの方１名は無料

現代美術ギャラリー

《１９９７－７》 、宇都宮美術館 栃木

入場無料


